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はじめに  アンケート結果のあらまし  

ORに関する教育は、一般には理工系 （1）翠官哩  
の学科目であると考えられているが、実  理工系学部   68％（4．0名）  

際には非常に多くの大学や短期大学に鱒  経営、経済学部14％（8名）  
いて文科系の学部でOR一経営科学関連 （2）講座名瑚である。  
の講義が開講されている。1995年版の0  94講座名が挙げられている。  
R学会名簿に記載された313校の内文  O Rと付いている講座名   15  

科系学部学科に所属されて居られる会員  O Rの特定技法の講座名   14  

が少なくとも1名はいる学校は194校  統計を含む数学系  24  

に上っている。  （3）テキストに卿  
O Rリテラシー研究部会（現在O Rレ  アンケートの回答に出てくるテキ  

チラシ一研究グループ）では、O Rの考  ストは42種類に上る。  
え方が多くの人に理解され、活用されて  テキストを使用  39％  

いくことが重要であるという考阜から、  部分的に使用している  10％  

O Rの考え方や問題の捉え方を専門家で  自作のプリント利用  30％  

ない人たちに教育するための教育方法や  テキストとプリントの併用12由  
教材を検討し、「O Rリテラシー」教育 （5）パソコンを使った授業は少ない。  
のあり方を探ってきた。その中で、部会  使用していない  62％  

貞の多くを占める文科系学部の教官から、  使用している  38％  

文科系の学生に対する適切な教科書がな （6）クラス規模岬：大きい。  
いことや学生の数学的な素養から見て、  30人以下  31％  

いままでの教育方法や考え方では、O R  31から100人  48％  

教育が困難であるとの意見が出され、研  101人以上  21％  

究部会活動の結果として文科系学生を対 （7）嘲方と応用。  
象とした教科書を作成することとなった。  －論理的、合理的な考えを育てる。  
本発表の中心であるアンケート調査は、  t O Rを利用して社会の意志決定  
文科系の大学学部や短大でのO R教育の  ができる。  
現状を調査し、部会鼻以外の方の意見や  ・O Rの有効性を認識．ノし、O Rの  
問題意識を知ることが文科系学生のため  支持者を増やす  
のORテキスト作成のために重要である （8）授業碑  
との認識から、部会の研究の一環として  ・問題発見・モデル化におく。  
実施されたものである。  ・O Rの論理的な考え方の理解に  

アンケートは選択と記述式の併用で、  おく。  
先に述べた194授から各校1名の教官  ・原理と手法の理解におく。  
に依頼し、30％にあたる59名の方か（9）綬菓には様々な問題息があり工男  
ら解答を頂いた。このアンケートの結果  牽こ坤ろ。  
の分析についてはオペレーションズ・リ  ・数学が苦手な学生が多い  
サーチ誌6月号において一報告したが、今  ・数学の青葉を使わないように、  
回は追加的な分析結果と、分析結果をふ  数学を感じさせないようにエ夫  
まえてのO R教育についての幾つかの接  している。  
言について報告する。忙しい中でアンケ  ・身の回りの具体例から教えるよ  
－トにご協力いただいた方々にお礼申し  うにエ夫している。  
上げると共に、お寄せいただいた貴重な  ■図や表をできるだけ多く使うよ  
ご意見についても発表の中で出来るだけ  うにしている。  

触れていきたい。  ・パソコンを利用している。  
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アンケートの考察とOR教育への提言  （亭）ノ叫睾効力、：  
パソコンの普及により、O Rの手法の  

（1）講座名と教育内容にういて：   解率を目的としたソフトも多く販売され  

現在、O Rは、O Rと名前が付いた競 るようになってきている。アメリカなど  

座や、シュミレーションなど特定技法を では、経営系の学部の1年生に対して、  
講座名につけて行っているのは、ゼミで パソコンのソフトを利用率は非常に高い。  

あったり、特に興味のある学生が対象で しかし、日本では、文科系のO Rを教し  
あるようだ。一方、統計、経営数学、経 えている講座の1クラスの人数が30人  
済数学などの中で教えられる場合が多い 以上が69％もあり、パソコンの利用は  
が、学生は講座名を商いただけで、困難 非常に困難であることが分かる。一方、  
と思いこんでしまうこともあると思われ パソコンを利用して行った経験のある教  

る。また、講座名からみても現在は従来 官は、「数学的な知識や能力をあまり必  
の理工学系におけるO R教育の主流であ 要とせずにORによる解法の有効性や限  
るORで使われる数理的手法を教えるこ 界、bR的な思考法などを教えることが  
とを目的としている講義が多いと考えら 出来、学生も、O Rによるモデル化やデ  
れる。O Rにとって数理的手法は手段の －タの及ぼす影響に非常な興味を持つ」  
－つであると考え、現実の経営的な問題 と述べている。  
に対する応用や最近の情報技術による新  多くの大学で、コンピュータの授業は、  
しい企業経営のありかたとの関連につい 操作を中心にした表計算ソフトの利用な  

て考えさせることによってOR的な問題 どの授業はある。そこで、コンピュータ  
解決過程の有効性を学び取らせることが で使えるO Rをテーマにした教材を開発  
必要なのではないだろうか。また、O R し、操作を教える時の、教材としてO R  
を多くの学問に通用する共通の方法論と の教材を位置づけることもO Rの導入教  
してとらえ、世界を認識し構築する方法 育として有効であると思われる。  
としてのO Rを関連の教科のなかで教育  
していくことも考える意味があろう。   おわりに  

文科系の学生に対するO R教育を意味  
冊計数一育の のあるものとするには、学生がORを学  
妨げか：  ぶことで何を理解するてとになるのかと  

理科系出身の教官が多いことや今まで いうこと、社会における生活においてそ  
のO R教育が専門家向けの教育であった れがどうのような意味を持つかを突き話  
ため、数式を多く使った教科書や、ほと めて考えることから出発しなければらな  
んど数理的解法を述べているだけの教科 い。それは、とりもなおさず、O Rとい  
書も多く、教官自身も数学を使ってO R うものの社会的な意味づけを考えること  
を考えている場合が多いと思われる。   であろう。現実の世界がO Rを通して鼻  

一方では、文科系学部における情報技 ることによってどのように理解できるか。  
術やコンピュータ関連教科の増加に伴っ O Rによる問題発見と解決の過程で個人  
て文科系学生を対象にO Rを教える機会 や組織がどんな学習が出来るのかという  
が多くなっているということがある。文 ことを理解させることは、難解な数理的  
科系学生の多くは、大学入試に、数学が 理論を分かりやすく教えることにもまし  
課されていない場合も多いため、基礎的 て重要であろう。このような教育を進め  
な学習がなされていず、教官はO Rの手 ることが出来れば、数理的な技法として  
法の指導のさい、非常に国難を感じてい だけのORというイメージの樫措から再  
る様子がうかがえる。しかし、■ o Rは、 ♯陸して、O Rの力を社会のために一層  
数学的手法だけでは解けない問題をいろ 生かしていくためにも役立つことは間違  

いろな立場で考え解決していく時に使わ いない。  
れると述べている人が多い。今後、O R  いはば、我々にとって、まだまだ未開  
の普及を考えたとき、数学ができないこ 拓の大陸とも言える文科系学生に対する  
とを前提としたごく基本的な数理的方法 O R教育について、学会員諸兄姉のご開  
だけで行う、O Rの指導や教科書も考え 心を寄せていただき、研究を進めていた  
ていかなければならない。  だきたいと考える。  
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